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令和２年度第２回米子市まちづくり活動支援交付金審査員会 議事録（概要） 

 

○開催日時  令和２年７月１４日（火） 午後１時３０分から午後３時４０分 

○開催場所  米子市役所本庁舎 ４階 ４０１会議室 

○出 席 者 

＜委員＞（敬称略、五十音順） 

内田美佐、遠藤良子、小磯保弘、俵俊一、平野美智子、森中栄（委員長）、藤吉航介 

  ＜事務局＞ 

   奥田地域振興課長、山内課長補佐、本干尾担当課長補佐、野津係長 

  ＜事業報告発表者（令和元年度交付金助成団体）＞ 

   ５名（５団体） 

○日 程  １ 開会 

       ２ 委員長あいさつ 

       ３ 令和元年度事業に係る「事業報告会」及び「情報・意見交換会」について 

        （１）各団体による事業報告について 

        （２）各団体と審査会委員による情報交換・意見交換 

       ４ 平成２８年度事業実施団体事後調査報告について 

       ５ 今後のスケジュールについて 

       ６ その他 

       ７ 閉会 

○会議の公開・非公開 

  全部公開 

○傍聴者数 

  なし 

 

○議事の概要 

【１ 開会】 

  ～午後１時３０分開会～ 

【２ 委員長あいさつ】 

【３ 令和元年度事業に係る「事業報告会」及び「情報・意見交換会」について】 

＜各団体による事業報告＞ 

  ◇各団体が事業報告書及び収支決算書を基に事業を説明 

   ①米子市スケートボード協会 

    事業名：「アクティブスポーツ×居場所×若者×移住定住」コラボ事業 

   ②新開西三区自治会 

    事業名：新開西三区自治会 防災研修を通してのまちづくり推進事業 

   ③巌地区青少年育成会 

    事業名：箕蚊屋地区における「乳幼児の日常の危険と子育てを知る 3回のセミナー」開催事業 
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   ④永江ささえ愛カーシェアクラブ 

    事業名：永江地区住民を対象としたカーシェアリング事業による外出支援事業 

   ⑤特定非営利活動法人喜八プロジェクト 

    事業名：地元に帰ろう「帰って来いよ！キャンペーン」 

 

  ◇質疑 

   米子市スケートボード協会 

    [委員] 

      スケートボードの普及には、スケートボード場を増やすことが必要。子どもたちが安全 

     に取り組めるよう市や県等に訴えていく必要があると考えるがいかがか。 

    [団体] 

      市内の弓ヶ浜公園のスケートボード場は作られてから約２０年経過し、老朽化が進み、ケ

ガをしやすい状況。今、米子市の小学生で将来確実にプロになるだろうという子がおり、県

外で練習している状況だが、認知度が上がれば活動を認めてもらえるのではないかと考えて

いる。 

    [委員] 

      会員数は何名で、年齢層はどのようになっているか。また、活動内容はどのようなものか。 

    [団体] 

      会員数は２０名程度で、年齢層は高校生から５０歳くらいまで。会員が常に弓ヶ浜公園に

誰かいるようにしており、新しくスケートボードを始める方に声かけをして、無料でスクー

ルを開いている。初心者は右も左もわからずケガをしやすいため、ケガ防止の観点から、今

後もスクールを続けていく。 

 

   新開西三区自治会 

    [委員] 

      防災研修・セミナーの講師の方は、新開西三区自治会の住民なのか。また、このたび作成

された『津波避難計画』は講師が主体となって作られたものか。 

    [団体] 

      講師は、新開西三区自治会の住民で、自治会の防災部の副部長をしてもらっている。計画

は、講師が主に資料の収集・編成をされ、自分と相談しながら作って役員会で諮っていった

もの。 

 

   巌地区青少年育成会 

    [委員] 

      青少年育成会のメンバーで、主任児童委員以外の方はどのような方がおられるのか。 

    [団体] 

      「ひまわり会」という子ども会に対するボランティア支援を行うお母さん方の団体があり、

子ども会との連合体として育成会がある。そこに主任児童委員さんも２名入っておられる。 
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   永江ささえ愛カーシェアクラブ 

    [委員] 

      交通事故が起きたときの対処はどのようになっているか。 

    [団体] 

      リースした車に対し、任意保険をかけている。個人の車は使用しないように徹底している。 

    [委員] 

      交付額が、当初８万円だったのが決算で６万円となった理由は何か。 

    [団体] 

      事業収入が当初見込みより増加したことと、寄附収入があったことにより、交付対象経費

が減額されたため。 

  

   特定非営利活動法人喜八プロジェクト 

    [委員] 

      「ふるさと仕送り便」のアンケートは、荷物を送る学生に対して行ったものか。 

    [団体] 

      アンケートは、荷物を送る保護者の方に対して行ったもの。これとは別に、学生向けのア

ンケートも別途行っている。 

 

＜各団体と審査会委員による情報交換・意見交換＞ 

  ◇交付金申請において苦慮した点・改善点 

    [委員] 

      ５団体の方々に、この交付金の申請にあたって苦慮されたこと、改善してほしい点などお

聞きしたい。 

    [米子市スケートボード協会] 

      補助金を申請するまでは、協会として活動計画書を作ることもなかったが、申請の機会を

通じて、協会として今後やるべきことが見えてきた。補助金をもらうのであれば、補助金額

に関わらず、これくらいの資料作りはしないと活動の目的が見えてこないと思う。 

    [新開西三区自治会] 

      色々な市の事業でお世話になっているので、このたびの申請書づくりでは特に苦労してい

ない。 

    [巌地区青少年育成会] 

      補助金申請にあたって、職務経験上、特段苦労はしなかった。ただ、制度の周知をもっと

広くしてほしい。 

    [永江ささえ愛カーシェアクラブ] 

      活動を準備する中で、市の担当者から交付金制度を紹介され、助言をもらいながら、申請

を進めることができ、非常に助かった。 

    [喜八プロジェクト] 

      補助申請にあたって、特段の問題はなかった。今後の自己資金確保が課題と考える。 
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   ◇団体の運営存続、財源確保等について 

    [巌地区青少年育成会] 

      これからの子育て事業において、有償ボランティアによる財源確保の考え方や、私たちの

ような団体が今後どのように生きていくべきか、委員の皆さんの助言をお願いしたい。 

    [委員] 

      ひとつのやり方としてクラウドファンディングにより賛同者を募るやり方もある。 

    [委員] 

      当事者の方から、一定の負担をいただくことも考えられる。また、当事者の方々が主体と

なって回していけるような体制づくり、サポートの仕組みを考えるのも活動継続の一つの方

法である。 

    [永江ささえ愛カーシェアクラブ] 

      利用者とのやり取りは、現在、個人の携帯電話で自己負担してもらっている。今回の交付

金では交付対象外となっているが、ボランティアの方々の負担軽減となるよう交付対象の考

え方について柔軟な運用をお願いしたい。 

    [事務局] 

      現在、団体の経常経費は対象外としている。今後の検討課題である。 

    [巌地区青少年育成会] 

      公民館を拠点に団体活動、公民館がどこまで地域の収益事業を含めた活動のお手伝いをし

てもらえるのか。地域の中の公民館の在り方、地域の役に立つ公民館の在り方というものを

検討していただきたい。 

    [事務局] 

      公民館と収益事業の関わりについては、基本的に社会教育施設である公民館で収益事業は

認められない。ただ、公民館の外郭団体のような、例えば運動会の実行委員会であったり、

公民館運営協議会といった団体が収益を上げることはあり得るので、そのあたりの考え方を

整理していきたい。 

    [委員] 

      団体活動において、受益者負担の考え方を取り入れる必要もある。 

    [委員] 

      ボランティア活動において、身を切ってまでの負担は良くないと考える。行政の補助を柔

軟にしていただくことや、有償ボランティアの考え方も考えていく必要がある。一定の受益

者負担があることで、頼みやすくなる面もある。 

    [委員] 

      ボランティアの強みは、お金は集まらなくても人が集まること。その強みを生かすことが

大事。交付金についても、３年後には継続活動コースでの補助があるので、続けて活動をし

ていってほしい。 

 

【４ 平成２８年度事業実施団体事後調査報告について】 

  ◇平成２８年度事業実施団体に対して行った書面調査の結果を報告 

   （委員意見） 
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    ・書面での調査だけではなく、市からのフォローアップをもっとされるべき。 

    ・事業を実施される団体の活動に市も入っていき、いい活動を吸収して広めてほしい。 

 

【５ 今後のスケジュールについて】 

 ◇本交付金の二次募集に向けたスケジュールを説明 

   （委員意見） 

    ・二次募集では、活動期間が限られるため、申請より前にかかった経費も対象とできるなど柔

軟な対応を検討してほしい。 

 

【６ その他】 

  ◇次回審査会の日程調整 

  ◇米子市まちづくり活動支援交付金の制度改正に向けた検討について事務局から説明 

   （事務局説明） 

    ・本交付金の申請数が伸び悩んでおり、市民団体にとって利用しやすい制度とするため、来年

度に向けて、制度改正を検討している。改正案を次回審査会にてお示ししたい。 

   （委員意見） 

    ・交付金額はもう少し上げてもよいのではないか。 

    ・繰り返しになるが、二次募集では活動期間が短くなってしまう。補助金申請前の経費につい

ても交付対象とできるよう検討してもらいたい。 

    ・「継続活動コース」は、一度交付金を受けてから３年間空いてから申請できることになって

いるが、その期間についても短くするなど検討する余地がある。 

 

【７ 閉会】 

  ～午後３時４０分閉会～ 


